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J-PARC E15実験における最も単純な構造を持つ K中間子原子核 (K̄NN)の発見を受け [1]、
K 中間子束縛原子核の系統的測定を目的とした J-PARC E80 実験が現在計画されている。鍵と
なるのは検出器の大立体角化と中性子検出効率の向上である。このために現在新たな円筒型検出
器群 (Cylindrical Detector System)を開発している。この新たな CDSによって、J-PARC E15

実験では測定が困難であった中性子を終状態に持つ K中間子原子核 (反 K中間子と 3核子系であ
る K̄NNN から Λpnへの 3体崩壊)の観測を目指す。その主要検出器のうちの 1 つが円筒型中
性子検出器 (CNC) である。CNC の役割は Time of Flight 法による飛行時間測定から中性子の
運動量の測定と、荷電粒子 (π,K, p)の識別を行うことである。
本研究では、CNCのプロトタイプを製作して性能評価を行なった。具体的には、長さ 260cm・
幅 12cm・厚さ 5cmのシンチレータの両端に長さ 115mmのライトガイドを接着し、光電子増倍
管で信号を得るという構造である。我々はこのプロトタイプの時間分解能とその入射位置依存性
を調べるテスト実験を 2023年 10月に東北大学電子光理学研究センター (ELPH)の陽電子ビーム
ラインで行った。本講演ではその結果と今後の計画について報告する。
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